
一
八
五
九
年
秋
、
英
仏
両
政
府
は
既
に
先
鋭
化
し
て
い
た
中
国
と
の
間
の
軋
轢
を

背
景
に
中
国
に
対
す
る
戦
争
準
備
に
着
手
す
る
。
こ
の
地
域
に
生
じ
た
複
雑
な
状
況

が
ツ
ァ
ー
リ
政
府
の
不
安
を
呼
び
起
こ
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
皇
帝
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
極
東
国
境
地
帯
へ
の
ロ
シ
ア
の
軍
備
配
備
を

強
化
す
る
と
い
う
決
定
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
に
受
け
て
一
八
五
九
年
十
一
月
十
五
日
、
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
Ｎ
・
ム
ラ
ヴ
ィ

ヨ
フ
伯
爵
は
、
沿
海
州
軍
務
知
事
兼
シ
ベ
リ
ア
艦
隊
お
よ
び
東
海
【
日
本
海
の
こ

と
】
諸
港
司
令
官
で
あ
る
海
軍
少
将
Ｐ
・
カ
ザ
ケ
ヴ
ィ
チ
に
対
し
て
配
備
強
化
の
指

令
を
出
し
た
。
こ
の
文
書
の
中
で
は
と
り
わ
け
次
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

｢

中
国
と
の
新
し
い
戦
争
に
向
け
英
仏
両
国
が
行
っ
て
い
る
大
規
模
の
準
備
は
、
貴

下
に
委
任
さ
れ
て
い
る
艦
隊
の
全
艦
船
を
直
ち
に
出
動
態
勢
に
置
く
こ
と
を
我
々
に

も
必
要
と
さ
せ
て
い
る
…

(

�)｣

。

シ
ベ
リ
ア
艦
隊

(

後
の
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
の
原
型)

は
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
少

数
で
、
本
格
的
な
戦
闘
力
は
備
え
て
い
な
か
っ
た
。
艦
隊
を
編
成
し
て
い
た
の
は
全

部
で
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
三
隻
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
二
隻
、
ス
ク
リ
ュ
ー
式
輸
送
艦
二
隻

の
み
で
あ
っ
た

(

�)

。
そ
こ
で
ロ
シ
ア
政
府
は
、
バ
ル
ト
海
か
ら
戦
艦
の
一
部
を
極
東
に

派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
一
八
五
九
年
末
か
ら
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の
戦
艦
の
遠

洋
航
海
へ
の
準
備
が
始
ま
っ
た
。
艦
船
は
準
備
状
況
に
応
じ
て
二
つ
の
部
隊
に
分
か

れ
て
遠
征
に
向
か
っ
た
。
一
八
六
〇
年
の
初
め
に
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

｢

ヴ
ォ
エ
ヴ
ォ

ダ｣

、｢

ボ
ヤ
リ
ン｣

、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

ヂ
ギ
ト｣

な
ど
か
ら
成
る
第
一
部
隊
が
Ｉ
・

ク
ズ
ネ
ツ
ォ
フ
大
佐
指
揮
の
下
に
出
航
し
た

(

�)

。
そ
れ
よ
り
や
や
遅
れ
て
、
コ
ル
ベ
ッ

ト
艦

｢

ル
イ
ン
ダ｣

、｢

グ
リ
ジ
ェ
ニ｣

、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

オ
プ
リ
チ
ニ
ク｣

な
ど

か
ら
成
る
第
二
部
隊
が
Ａ
・
ポ
ポ
フ
大
佐
指
揮
の
下
に
ク
ロ
ン
シ
タ
ッ
ト
を
後
に
し

た

(

４)

。バ
ル
ト
海
か
ら
派
遣
さ
れ
た
艦
船
は
す
べ
て
在
北
京
ロ
シ
ア
公
使
Ｅ
・
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
伯
爵
の
配
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
一
八
六
〇
年
初
め
に
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
の
後
任
に
皇
帝
侍
従
武
官
Ｎ
・
イ
グ
ナ
チ
エ
フ
陸
軍
少
将
が
着
任
し
た
。

ア
ム
ー
ル
河
沿
岸
方
面
に
向
か
っ
て
い
た
両
戦
艦
部
隊
の
司
令
官
に
対
し
て
特
別

訓
令
が
海
軍
省
で
作
成
さ
れ
、
海
軍
元
帥
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
大

公
お
よ
び
海
軍
省
長
官
Ｎ
・
ク
ラ
ッ
ベ
大
将
が
署
名
を
し
、
下
付
さ
れ
た
。

訓
令
で
は
、
全
艦
隊
の
集
結
地
は
日
本
の
三
つ
の
港
、
箱
館
、
長
崎
、
下
田
の
い

ず
れ
か
に
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
際
海
軍
省
上
層
部
は

｢

集
結
地
と

し
て
は
ア
ム
ー
ル
地
方
に
最
も
近
い
箱
館
を
選
ぶ
の
が
他
よ
り
好
都
合
で
あ
ろ
う｣

と
考
え
て
い
た

(

�)

。
ロ
シ
ア
艦
隊
の
集
結
地
と
し
て
日
本
の
港
の
一
つ
を
選
択
し
た
と

い
う
事
実
そ
の
も
の
が
、
下
田
和
親
条
約
調
印
後
こ
の
時
期
ま
で
に
す
で
に
両
国
間

に
友
好
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

訓
令
に
よ
れ
ば
、
艦
船
の
司
令
官
は
長
期
に
わ
た
る
移
動
の
間
は

｢

専
ら
帆
を
使

用
し
、
蒸
気
の
使
用
は
、
危
険
場
所
の
通
過
の
た
め
と
い
う
明
ら
か
に
有
益
で
あ
る
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場
合
の
み
に
限
る｣

と
さ
れ
た

(

�)

。
海
軍
軍
人
に
対
す
る
こ
の
要
請
は
、
艦
船
に
取
り

付
け
ら
れ
た
蒸
気
機
関
が
ま
だ
完
全
と
は
言
え
な
い
も
の
で
、
稼
働
寿
命
が
限
ら
れ

て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

訓
令
の
作
成
者
た
ち
は
、
国
庫
金
の
節
約
規
律
の
遵
守
、
特
に
一
般
水
兵
に
対
す

る
給
付
品
の
質
に
関
す
る
場
合
の
ロ
シ
ア
軍
に
伝
統
的
な
心
得
を
記
す
こ
と
も
忘
れ

な
か
っ
た
。
例
え
ば
、｢
軽
く
て
廉
価
な
葡
萄
酒
が
市
場
で
探
せ
な
い
場
合
は
、
高

価
な
も
の
を
購
入
せ
ず
、
ラ
ム
酒
に
代
え
る
こ
と
。
そ
の
際
、
ラ
ム
酒
は
葡
萄
酒
の

場
合
の
半
分
の
量
を
下
付
し
、
水
と
混
ぜ
る
こ
と｣

と
規
定
さ
れ
て
い
た

(

�)

。

中
国
海
域
連
合
艦
隊
司
令
官
に
は
Ｉ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
大
佐
が
任
命
さ
れ
た
。
一
八

六
〇
年
一
月
十
七
日
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
大
公
お
よ
び
Ｎ
・
ク
ラ
ッ

ベ
に
よ
り
署
名
さ
れ
た
正
式
な
訓
令
書
簡
が
Ｉ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
送
付
さ
れ
た
。
そ

こ
で
は
、｢

ペ
チ
ェ
リ
ー
ス
キ
ー
湾
【
渤
海
湾
】
に
集
結
し
我
が
国
の
在
北
京
公
使

Ｎ
・
イ
グ
ナ
チ
エ
フ
陸
軍
少
将
の
配
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
艦
隊
の
指
揮
を

貴
下
に
委
ね
る｣

と
の
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る

(

�)
(

図
版
１)
。

Ｉ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
は

｢

本
訓
令
か
ら
は
予
測
で
き
ず
緊
急
の
決
断
を
要
す
る
よ

う
な
場
合
に
は
、
な
ん
ら
遠
慮
す
る
こ
と
な
く
、
貴
下
は
最
良
と
認
め
る
行
動
を
躊

躇
せ
ず
選
択
す
る
こ
と｣

と
の
最
大
限
の
全
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た

(

�)

。

更
に
訓
令
の
中
に
は
、｢

事
態
が
許
せ
ば
近
隣
諸
国
を
訪
問
す
る
こ
と
。
そ
れ
ら

の
国
々
の
状
況
に
つ
い
て
の
明
確
な
概
念
は
我
々
に
と
っ
て
政
治
的
お
よ
び
海
事
的

面
か
ら
重
要
な
も
の
で
あ
る｣

い
う
条
項
が
含
ま
れ
て
い
た

(

�)

。
そ
の
後
訓
令
の
当
該

条
項
は
日
本
調
査
に
関
し
て
明
確
に
実
行
さ
れ
た
。

中
国
海
域
艦
隊
の
旗
艦
で
六
〇
門
装
備
の
ス
ク
リ
ュ
ー
式
フ
レ
ガ
ー
ト
艦｢

ス
ヴ
ェ

ト
ラ
ー
ナ｣

が
地
中
海
か
ら
到
着
し
た
。
艦
は
そ
れ
ま
で
は
ギ
リ
シ
ャ
沿
岸
を
拠
点

と
し
て
い
た
。(

図
版
２)

沿
海
州
軍
務
知
事
Ｐ
・
カ
ザ
ケ
ヴ
ィ
チ
海
軍
少
将
は
一
八
六
〇
年
五
月
二
十
八
日

付
の
書
簡
の
中
で
、
艦
隊
に
必
要
な
食
糧
お
よ
び
蒸
気
機
関
用
の
サ
ハ
リ
ン
石
炭
を

供
給
す
る
準
備
が
整
っ
た
こ
と
を
Ｉ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
報
告
し
た

(

�)
(

図
版
３)

。

Ｉ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
の
艦
隊
の
主
力
戦
艦
は
次
の
八
隻
で
あ
っ
た
。
フ
レ
ガ
ー
ト
艦

｢

ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ｣

、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

｢

ボ
ヤ
リ
ン｣

、｢

ヴ
ォ
エ
ヴ
ォ
ダ｣

、｢

ポ
サ

ド
ニ
ク｣

、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

ヂ
ギ
ト｣

、｢

ナ
エ
ズ
ド
ニ
ク｣

、｢

オ
プ
リ
チ
ニ
ク｣

、

｢

ラ
ズ
ボ
イ
ニ
ク｣

で
あ
る
。

一
八
六
〇
年
か
ら
一
八
六
一
年
に
か
け
て
、
艦
隊
の
編
成
は
数
回
変
更
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
長
期
間

｢

戦
闘
当
直
体
制｣

に
あ
っ
た
艦
の
交
替
が
行
わ
れ
、
替
わ
り
に

別
の
艦
船
が
派
遣
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
一
八
六
〇
年
十
月
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

｢

カ
レ
ワ

ラ｣

と
ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

ア
ブ
レ
ク｣

が
太
平
洋
に
向
け
て
ク
ロ
ン
シ
タ
ッ
ト
を
出

航
、
英
国
で
、
ロ
シ
ア
政
府
の
注
文
で
建
造
さ
れ
た
ば
か
り
の
ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

ガ

イ
ダ
マ
ク｣

お
よ
び
ス
ク
リ
ュ
ー
艦

｢

モ
ル
ジ｣

が
合
流
し
た
。
こ
れ
ら
の
艦
船
は

バ
ル
ト
海
に
帰
還
し
た
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

｢

グ
リ
ジ
ェ
ニ｣

、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

オ
プ

リ
チ
ニ
ク｣

、｢

ス
ト
レ
ロ
ク｣

の
交
替
艦
と
し
て
来
た
も
の
で
あ
る

(

�)

。
一
八
六
一
年

ク
ロ
ン
シ
タ
ッ
ト
か
ら
極
東
に
向
け
て
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦｢

ル
イ
ン
ダ｣

、｢

ノ
ヴ
ィ
ク｣

、

ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

フ
サ
ド
ニ
ク｣

が
出
航
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

｢

ボ

ヤ
リ
ン｣

、｢

ヴ
ォ
エ
ヴ
ォ
ダ｣

、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

ヂ
ギ
ト｣

の
交
替
と
し
て
戦
闘

部
署
に
就
い
た

(

	)

。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
極
東
地
域
で
の
軍
事
・
政
治
状
況
が
先
鋭
化
し
て
い
た
複
雑

な
時
期
に
お
け
る
極
東
で
の
ロ
シ
ア
軍
の
十
分
に
効
果
的
な
配
備
が
保
証
さ
れ
た
。

強
調
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ロ
シ
ア
の
軍
艦
は
沿
海
州
お
よ
び
中

国
沿
岸
で

｢

警
戒
任
務｣

、つ
ま
り
当
直
に
就
い
て
い
た
だ
け
で
、
実
際
の
戦
闘
に
は

一
切
参
加
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
興
味
深
い
の
は
、
一
八
六

〇
年
五
月
二
十
一
日
付
で
全
艦
隊
に
向
け
て
出
さ
れ
た
Ｉ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
の
命
令
で

あ
る
。
そ
の
中
で
は
、｢

我
が
国
の
政
府
は
中
国
と
も
、
欧
州
列
強
と
も
、
完
全
に

中
立
的
か
つ
平
和
的
関
係
に
あ
る｣

と
記
さ
れ
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
全
艦
の
艦
長

に
対
し

｢

中
国
側
と
は
小
競
合
い
や
誤
解
の
種
と
な
る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
る
こ
と
、
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特
に
英
仏
が
軍
事
行
動
を
起
こ
し
た
際
に
は
な
お
さ
ら
そ
う
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。｣

と
い
う
指
令
が
出
さ
れ
た

(


)

。

周
知
の
よ
う
に
、
英
仏
と
中
国
の
間
で
行
わ
れ
た
軍
事
行
動
は
、
一
八
六
〇
年
十

月
十
三
日
、
北
京
に
お
い
て
三
者
間
で
講
和
条
約
が
署
名
さ
れ
た
こ
と
で
終
結
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
在
北
京
ロ
シ
ア
公
使
Ｎ
・
イ
グ
ナ
チ
エ
フ
は
一
八
六
〇
年
十
一
月
一

日
付
で
中
国
海
域
艦
隊
司
令
部
宛
に
指
令
を
出
し
た
。
そ
の
中
で
は
特
に
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。｢

我
が
国
の
艦
船
が
ペ
チ
ェ
リ
ー
ス
キ
ー
湾
【
渤
海
湾
】
に

こ
れ
以
上
駐
留
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
、
私
は
、
停
泊
中
の
全
ロ

シ
ア
艦
船
に
対
し
て
直
ち
に
出
航
し
越
冬
の
た
め
任
地
に
向
か
う
こ
と
を
御
命
令
下

さ
る
よ
う
、
謹
ん
で
貴
殿
方
に
お
願
い
す
る

(
�)｣

。
Ｎ
・
イ
グ
ナ
チ
エ
フ
自
身
も
一
八

六
〇
年
十
一
月
十
日
北
京
を
出
発
し
ロ
シ
ア
に
向
か
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
ロ
シ
ア
艦
船
は
中
国
の
港
を
後
に
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
年
い
っ

ぱ
い
、
す
な
わ
ち
一
八
六
一
年
十
二
月
ま
で
は
、
Ｉ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
の
艦
隊
の
艦
船

は
沿
海
州
と
日
本
の
沿
岸
付
近
の
航
海
を
続
け
、
各
地
の
港
町
に
停
泊
し
た
。

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
政
府
は
、
日
本
政
府
と
の
合
意
に
従
っ
て
、

日
本
の
三
つ
の
港
を
Ｉ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
の
艦
隊
の
拠
点
地
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を

予
定
し
た
。
一
八
六
〇
年
か
ら
一
八
六
一
年
に
か
け
て
、
ロ
シ
ア
軍
艦
は
何
回
と
な

く
日
本
の
港
に
寄
港
し
、
そ
こ
で
長
期
の
停
泊
を
し
、
艦
隊
司
令
部
は
現
地
当
局
の

代
表
者
と
実
務
的
接
触
を
持
っ
た
。

こ
れ
ら
す
べ
て
の
活
動
の
結
果
と
し
て
、
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
に
保
存
さ
れ

て
い
る
文
書
フ
ォ
ン
ド

｢

ロ
シ
ア
・
中
国
海
域
艦
隊｣

の
中
に
露
日
交
流
に
関
す
る

興
味
深
い
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
フ
ォ
ン
ド
の
文
書
を
丹
念
に
調
査
し
た
結
果
、
我
々
は
当
該
テ
ー
マ
に
関
す

る
文
書
群
の
特
定
と
そ
れ
ら
の
学
術
的
体
系
化
お
よ
び
史
料
学
的
分
析
に
成
功
し
た
。

こ
の
文
書
群
は
、
我
々
の
観
点
か
ら
見
て
、
四
つ
の
基
本
的
な
グ
ル
ー
プ
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
日
本
の
港
―
ロ
シ
ア
艦
船
の
拠
点

二
、
艦
隊
司
令
部
と
日
本
当
局
と
の
関
係
の
発
展

三
、
住
民
と
の
交
流

四
、
日
本
沿
岸
付
近
の
水
路
測
量
調
査

以
下
こ
れ
ら
の
史
料
グ
ル
ー
プ
の
構
成
と
内
容
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
見
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

一
、
日
本
の
港
―
ロ
シ
ア
艦
船
の
拠
点

ま
ず
第
一
に
、
日
本
の
港
で
は
ロ
シ
ア
艦
船
へ
の
補
給
、
特
に
食
糧
、
飲
料
水
、

蒸
気
機
関
用
の
石
炭
な
ど
の
備
蓄
補
給
が
行
わ
れ
、
例
え
ば
一
八
六
〇
年
九
月
に
は

長
崎
で
艦
隊
艦
船
四
隻
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

｢

ヴ
ォ
エ
ヴ
ォ
ダ｣

、
同

｢

ポ
サ
ド
ニ
ク｣

、

ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

ヂ
ギ
ト｣

、
同

｢

ナ
エ
ズ
ド
ニ
ク｣

が
航
海
に
必
要
な
備
蓄
を
そ

れ
ぞ
れ
補
給
し
た
。
例
え
ば
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

｢

ヴ
ォ
エ
ヴ
ォ
ダ｣

は
一
ヶ
月
分
の

乾
パ
ン
、
水
、
石
炭
を
受
け
取
り
、
九
月
十
六
日
に
ポ
シ
エ
ト
湾
に
向
か
っ
た

(

�)

。

そ
の
際
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

｢

ポ
サ
ド
ニ
ク｣

の
艦
長
Ａ
・
ビ
リ
レ
フ
は
、
艦
隊
司

令
官
Ｉ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
宛
て
た
一
八
六
〇
年
十
月
二
十
九
日
付
の
報
告
書
の
中
で
、

長
崎
で
の
食
料
品
の
価
格
に
つ
い
て
の
情
報
を
伝
え
て
い
る

(


)
(

図
版
４)

。
こ
の
情

報
を
簡
単
に
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
人
業
者
の
食
料
品
価
格
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
業

者
の
価
格
に
比
し
て
は
る
か
に
安
か
っ
た
こ
と
が
判
る
。
例
え
ば
、
穀
物
一
プ
ー
ド

�
＝
一
六
・
三
八
㎏
】
は
日
本
人
業
者
の
一
ル
ー
ブ
ル
五
〇
コ
ペ
イ
カ
に
対
し
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
で
は
二
ル
ー
ブ
ル
三
六
コ
ペ
イ
カ
、
ま
た
肉
一
プ
ー
ド
の
価
格
は
一
ル
ー

ブ
ル
四
〇
コ
ペ
イ
カ
に
対
し
二
ル
ー
ブ
ル
三
八
コ
ペ
イ
カ
で
あ
っ
た
等
。
ロ
シ
ア
海

軍
軍
人
は
国
庫
金
節
約
の
立
場
、
さ
ら
に
単
に
常
識
に
従
っ
て
、
日
本
人
業
者
か
ら

の
食
糧
調
達
を
選
ん
だ
。

日
本
の
他
の
港
で
も
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
は
自
分
た
ち
の
艦
船
備
蓄
の
補
給
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、
ク
リ
ッ
パ
ー
船

｢

ナ
エ
ズ
ド
ニ
ク｣

艦
長
Ｆ
・
ジ
ェ
ル

( ) 露日関係史料としてのＩ・Ｆ・リハチョフの中国海域艦隊の文書 (ソボレフ)189



ト
ゥ
ヒ
ン
は
艦
隊
司
令
官
宛
に
、
箱
館
停
泊
中
の
一
八
六
一
年
二
月
に

｢

石
炭
と
新

鮮
な
食
糧
の
補
給
を
行
っ
た｣

、｢

乗
組
員
は
入
浴
し
、
ま
た
一
部
の
者
は
散
歩
の
た

め
陸
に
上
が
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
…｣

と
報
告
し
て
い
る

(

�)

。

日
本
の
港
で
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
は
各
自
の
艦
船
の
応
急
修
理
や
故
障
個
所
の
修
理

も
行
っ
た
。
例
え
ば
一
八
六
〇
年
三
月
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

ヂ
ギ
ト｣

の
箱
館
停
泊

中
に
艦
上
で

｢

釜
の
修
理
を
含
め
た
船
舶
修
理
作
業｣

が
行
わ
れ
た

(

�)

。
同
年
七
月
、

コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

｢

ポ
サ
ド
ニ
ク｣

で
は
長
崎
滞
在
中
に
蒸
気
釜
の
入
り
組
ん
で
複
雑

な
修
理
が
行
わ
れ
た

(

�)

。
こ
の
作
業
は
オ
ラ
ン
ダ
人
ハ
ル
デ
ス
所
有
の
工
場
に
お
い
て

昼
夜
二
交
替
で
行
わ
れ
た
。｢

ポ
サ
ド
ニ
ク｣

艦
長
Ａ
・
ビ
リ
レ
フ
は
艦
隊
司
令
官

宛
の
報
告
書
の
中
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人
自
身
は
修
理
作
業
の
際
は
現
場
主
任
、
つ
ま
り

｢

監
督｣

の
役
割
の
み
を
果
た
し
、
基
本
的
に
作
業
は
日
本
人
労
働
者
に
よ
り
行
わ

れ
た
こ
と
、
ま
た

｢

日
本
人
た
ち
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
学
ん
だ
だ
け
に
も
関
わ
ら
ず
、

作
業
に
対
し
て
大
変
な
能
力
を
示
し
た｣

と
も
記
し
て
い
る
。

一
八
六
〇
年
八
月
、
長
崎
の
同
じ
く
ハ
ル
デ
ス
の
工
場
で
ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

ナ
エ

ズ
ド
ニ
ク｣

の
修
理
が
行
わ
れ
、
三
週
間
で

｢

す
べ
て
の
煙
突
が
修
理
さ
れ
、
煙
管

の
修
繕
が
な
さ
れ
た

(

�)｣

。

フ
ォ
ン
ド

｢

中
国
海
域
艦
隊｣

の
文
書
の
中
に
、
一
八
六
一
年
の
一
月
か
ら
三
月

に
か
け
て
長
崎
に
お
い
て
ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

ナ
エ
ズ
ド
ニ
ク｣

で
行
わ
れ
た
複
雑
で

厄
介
な
修
理
の
詳
細
な
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
艦
は
船
体
の
気
密
性
改
善

の
作
業
を
至
急
必
要
と
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
作
業
の
た
め
に
船
を
湾
内
の
浅
瀬
で

特
別
な

｢

台｣

の
上
に
置
く
と
い
う
決
定
が
な
さ
れ
た

(

�)

。
作
業
の
場
所
と
し
て

｢

英

国
領
事
館
埠
頭
の
近
く
の｣

大
き
く
は
な
い
入
江
が
選
ば
れ
た
。
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
の

乗
組
員
は
や
む
な
く
す
べ
て
の
装
備
、
兵
器
、
食
糧
を
陸
揚
げ
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

興
味
深
い
こ
と
に
、｢

火
薬
お
よ
び
装
薬
さ
れ
た
砲
弾
は
日
本
の
火
薬
庫
に
運
び
込

ま
れ
た｣

。
作
業
は
干
潮
時
に
突
貫
作
業
で
行
わ
れ
、
船
体
を
覆
う
銅
の
被
覆
板
が

取
り
替
え
ら
れ
、
す
べ
て
の
隙
間
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
な
さ
れ
た
。
全
部
で
三
五
枚

の
被
覆
板
が
取
り
替
え
ら
れ
、
銅
釘
三
〇
フ
ン
ト
【
一
フ
ン
ト
＝
四
〇
九
・
五
ｇ
】

が
費
や
さ
れ
た

(

�)

。
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦

｢

ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ｣

の
助
け
を
借
り
て
ク
リ
ッ

パ
ー
艦

｢

ナ
エ
ズ
ド
ニ
ク｣

は
よ
う
や
く
浅
瀬
か
ら
引
き
離
さ
れ
、
江
戸
に
向
か
い

出
航
し
た
。

長
崎
港
で
は
旗
艦
で
あ
る
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦

｢

ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ｣

の
修
理
作
業
も

一
度
な
ら
ず
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
艦
隊
司
令
官
宛
の
一
八
六
一
年
四
月
九
日
付
の

報
告
書
で
艦
長
Ｉ
・
ブ
タ
コ
フ
は
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
の
船
尾
部
分
の
複
雑
で
む
ず
か
し

い
修
理
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る

(

�)

。
こ
の
作
業
の
た
め
に
長
さ
二
一
フ
ー
ト
【
一
フ
ー

ト
＝
三
〇
・
四
八
㎝
】
、
高
さ
二
〇
フ
ー
ト
の
特
別
な
箱
が
作
ら
れ
た
。
フ
リ
ゲ
ー

ト
艦
の
船
尾
の
水
中
部
分
の
点
検
の
た
め
に
長
崎
の
住
民
を
雇
い
入
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
報
告
書
に
は
、
点
検
は

｢

日
本
の
潜
水
夫
に
よ
り
行
わ
れ
た
が
、
彼
ら
は
冷
た

い
水
の
中
で
三
〇
秒
以
上
は
留
ま
る
こ
と
は
で
き
ず｣

、
そ
の
た
め
作
業
は
大
変
難

航
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る

(

	)

。(

図
版
５)

フ
ォ
ン
ド
の
中
に
は
、
長
崎
に
お
け
る
ロ
シ
ア
艦
隊
の
病
院
の
創
設
と
活
動
に
関

す
る
一
連
の
興
味
深
い
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
現
地
の
日
本
当
局
と
の
合
意
に
基

づ
い
て
病
院
用
と
し
て
悟
真
寺
の
部
屋
が
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
病

院
の
設
置
、
そ
の
設
備
、
お
よ
び
艦
隊
司
令
部
へ
の
物
資
補
給
に
関
す
る
作
業
の
指

揮
は
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

｢

ポ
サ
ド
ニ
ク｣

艦
長
Ａ
・
ビ
リ
レ
フ
侍
従
武
官
に
委
ね
ら

れ
た
。
彼
は
一
八
六
〇
年
六
月
末
Ｉ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
宛
に
、｢

病
院
は
華
麗
な
建
物

内
に
置
か
れ
、
山
に
位
置
し
、
清
浄
な
空
気
、
周
囲
を
取
り
囲
む
庭
園
の
美
し
さ
、

各
部
屋
が
広
い
こ
と
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い｣

と
報
告
し
て
い
る

(


)

。

こ
れ
よ
り
少
し
遅
れ
て
Ａ
・
ビ
リ
レ
フ
は
艦
隊
司
令
官
に
宛
て
た
別
の
報
告
で
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。｢

私
は
そ
れ
が
絶
対
に
必
要
と
信
じ
て
、
我
々
の
病
院
を

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
に
し
た
。
ち
な
み
に
、
そ
の
費
用
は
信
じ
が
た
い
程
安
い

(

�)｣

。
こ
こ

で
ロ
シ
ア
士
官
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
長
崎
の
住
民
が
こ
ぞ
っ
て
病
院
に
納
入
す
る

食
糧
の
安
さ
の
こ
と
で
あ
る
。
艦
隊
の
フ
ォ
ン
ド
に
保
存
さ
れ
て
い
る
帳
簿
に
従
え
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ば
、
一
八
六
〇
年
七
月
四
日
か
ら
十
月
二
十
四
日
ま
で
の
期
間
の
病
院
で
の
病
人
の

食
事
費
用
は
三
一
九
〇
分
、
ま
た
は
一
四
四
八
ル
ー
ブ
ル

(

病
人
に
対
し
て
五
五
二

二
食
が
出
さ
れ
た)

、
ま
た
、
同
じ
期
間
の
病
院
維
持
の
国
庫
負
担
は
総
額
で
六
四

九
六
分
、
ま
た
は
二
九
四
九
ル
ー
ブ
ル
で
あ
っ
た

(

�)
(

図
版
６)

。

ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢
ナ
エ
ズ
ド
ニ
ク｣

艦
長
Ｆ
・
ジ
ェ
ル
ト
ゥ
ヒ
ン
は
一
八
六
〇
年

八
月
十
九
日
付
の
Ｉ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
宛
の
報
告
書
の
中
で
、
病
院
に
対
し
て
同
じ
く

高
い
評
価
を
与
え
、
今
や
重
病
人
は
す
べ
て
こ
の
病
院
に
送
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
こ
と
、
病
院
は
素
晴
ら
し
い
部
屋
を
使
用
し
て
お
り
、｢

全
体
と
し
て
こ
れ
以
上

何
も
望
む
こ
と
は
な
い

(


)｣

こ
と
を
記
し
て
い
る
。

病
院
内
の
仕
事
を
し
た
の
は
ロ
シ
ア
の
船
医
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
確

認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書
に
は
、
長

崎
で
当
時
常
住
し
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
医
者
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
ポ
ン
ペ
た
だ
一

人
で
あ
っ
た
と
い
う
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
診
療
を
精
力
的
に
行
っ
た
の
み

な
ら
ず
、
日
本
の
医
者
た
ち
へ
の
教
育
に
従
事
し
、
日
本
政
府
の
依
頼
に
よ
り｢

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
式
の
大
病
院｣

の
創
設
を
指
導
し
た

(

�)

。

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
長
崎
の
病
院
は
Ｉ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
の
艦
隊
全
体
の
た
め

に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
こ
で
は
Ｉ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
の
艦
隊
の
全

て
の
艦
船
の
海
軍
軍
人
に
対
し
て
治
療
が
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
一
八
六
〇
年
十
月

十
五
日
時
点
で
の
患
者
リ
ス
ト
で
は
八
隻
の
艦
船
か
ら
の
軍
人
が
入
院
し
て
お
り
、

そ
の
中
に
は
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦

｢

ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ｣

か
ら
九
名
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

｢

ポ
サ
ド
ニ
ク｣

か
ら
一
七
名
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

｢

ヴ
ォ
エ
ヴ
ォ
ダ｣

か
ら
三
名
、

そ
の
他
が
含
ま
れ
て
い
て

(

�)
(

図
版
７)

、
こ
の
時
点
ま
で
に
艦
隊
の
軍
人
四
六
名
が

入
院
し
て
い
た
。

Ｉ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
の
艦
隊
が
課
せ
ら
れ
た
任
務
を
遂
行
し
た
後
は
、
艦
隊
艦
船
の

配
置
移
動
に
伴
い
、
長
崎
の
病
院
は
そ
の
活
動
を
停
止
し
た
。
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦

｢

ス

ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ｣

艦
長
Ｉ
・
ブ
タ
コ
フ
は
、
一
八
六
一
年
三
月
二
十
四
日
付
の
報
告

書
の
中
で
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
Ｉ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

｢

長
崎
の
病
院
を
引
き
上
げ
る
に
当
た
り
、
院
内
の
シ
ー
ツ
類
と
食
器
類
は
フ
レ
ガ
ー

ト
艦
に
回
収
し
、
ベ
ッ
ド
と
椅
子
そ
の
他
の
家
具
類
は
す
べ
て
ま
と
め
て
悟
真
寺
に

置
き
、
寺
の
僧
侶
か
ら
そ
の
内
訳
書
を
預
か
っ
た
…
僧
侶
に
は
五
〇
ド
ル
を
支
払
っ

た
。
彼
は
、
す
べ
て
の
物
品
を
然
る
べ
く
保
管
し
、
寺
の
部
屋
を
作
り
替
え
な
い
こ

と
を
約
束
し
た

(

�)

。｣

二
、
艦
隊
司
令
部
と
日
本
当
局
と
の
関
係
発
展

一
八
六
〇
年
春
、
中
国
海
域
艦
隊
司
令
部
は
、
艦
船
の
長
崎
に
お
け
る
長
期
滞
在

に
向
け
て
受
け
入
れ
可
能
な
条
件
の
整
備
に
関
す
る
実
務
的
な
折
衝
を
試
み
た
。
艦

隊
司
令
部
は
、
長
崎
奉
行
岡
部
駿
河
守
に
病
院
設
置
お
よ
び
そ
の
設
備
に
必
要
な
建

物
、
艦
員
の
一
時
滞
在
用
の
兵
舎
、
お
よ
び
倉
庫
の
借
り
上
げ
を
要
請
し
た
。

こ
の
要
請
に
対
す
る
回
答
書
の
中
で
、
岡
部
駿
河
守
は

｢

私
は
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人

の
要
請
を
喜
ん
で
実
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
寺
院
お
よ
び
民
家
を
自
由
に
借

り
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る｣

と
指
示
し
た

(

�)
(

図
版
８)

。
更
に
、
奉
行
の
指
示
に

よ
り
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
の
利
便
の
た
め
に
家
が
建
て
ら
れ
、
奉
行
は
こ
の
件
に
つ
い

て
艦
隊
司
令
部
宛
に
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。｢

ロ
シ
ア
人
は
私
が
彼
ら
の

た
め
に
建
て
る
よ
う
命
じ
た
家
に
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
る

(

�)｣
(

図
版
９)

。
す
で
に

上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
病
院
の
た
め
に
悟
真
寺
が
供
与
さ
れ
、
そ
の
他
に
、
二
つ
の

家
が
兵
舎
と
倉
庫
用
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
建
物
の
賃
貸
料

は
き
わ
め
て
穏
当
な
も
の
で
、
悟
真
寺
に
つ
い
て
は
住
職
に
月
六
〇
分

(

二
〇
ド
ル)

を
、
兵
舎
用
の
建
物
に
つ
い
て
は
月
四
〇
分

(

一
三
ド
ル)

を
庄
屋
の
志
賀
に
、
そ

れ
ぞ
れ
支
払
っ
た

(

�)

。

一
八
六
〇
年
六
月
三
十
日
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

｢

ポ
サ
ド
ニ
ク｣

艦
長
Ａ
・
ビ
リ
レ

フ
は
数
名
の
士
官
を
伴
い
長
崎
奉
行
を
訪
問
し
た
が
、
艦
隊
司
令
官
宛
の
報
告
書
の

中
で
彼
が
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、｢

受
け
た
応
接
は
儀
式
張
っ
た
も
の
で
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は
あ
っ
た
が
、
き
わ
め
て
慇
懃
で
、
完
全
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
で
あ
っ
た

(

�)｣

。

そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
一
八
六
〇
年
八
月
に
Ａ
・
ビ
リ
レ
フ
は
奉
行
か
ら
閲
兵
式

に
招
待
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
上
司
に
宛
て
た
報
告
の
中
で
彼
は
次
の
よ
う
に
伝

え
て
い
る
。｢

【
私
は
】
こ
の
名
状
し
が
た
い
独
特
な
閲
兵
式
に
列
席
し
た
最
初
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
で
あ
っ
た
。
唯
一
滑
稽
で
あ
っ
た
の
は
礼
と
行
進
の
み
で
、
照
準
射
撃
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
ま
ず
劣
ら
な
い
と
言
っ
て
よ
い

(

�)

。｣

こ
こ
で
特
筆
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
奉
行
岡
部
駿
河
守
と
の
友
好
的
関
係

は
、
長
崎
に
寄
港
し
た
す
べ
て
の
戦
艦
の
艦
長
と
の
間
に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
一
八
六
一
年
一
月
ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

オ
プ
リ
チ
ニ
ク｣

が
神
奈
川

に
向
け
て
長
崎
を
出
航
す
る
際
、
艦
長
に
対
し
て
奉
行
か
ら

｢

日
本
の
港
で
あ
れ
ば

ど
こ
で
で
も
艦
の
物
資
を
補
給
す
る
権
利
を
与
え
る｣

特
別
な
証
書
が
下
付
さ
れ
た

(

�)

(

図
版
10)

。
こ
の
種
の
書
状
は
、
官
用
で
派
遣
さ
れ
る
日
本
役
人
に
対
し
て
の
み
下

付
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
と
日
本
当
局
の
代
表
者
と
の
間
に
形
成
さ
れ
た
き
わ
め
て
友
好

的
な
関
係
は
、
一
八
六
一
年
二
月
、
長
崎
の
庄
屋
【
の
息
子
】
志
賀
浦
太
郎
が
ロ
シ

ア
語
学
習
の
た
め
箱
館
の
ロ
シ
ア
領
事
館
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
証
拠
づ

け
ら
れ
る

(

�)

。

一
八
六
一
年
春
、
艦
隊
の
一
部
は
配
置
移
動
に
伴
い
日
本
の
港
を
後
に
し
た
。
岡

部
駿
河
守
は
Ｉ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
長
崎
に
お
い
て
供
与
さ
れ

た
全
て
の
建
造
物
に
対
す
る
権
利
を
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
は
保
有
す
る
と
い
う
こ
と
、

｢

こ
の
建
造
物
が
将
来
ロ
シ
ア
艦
船
に
必
要
と
な
っ
た
時
に
は
、
い
つ
で
も
彼
ら
に

引
き
渡
さ
れ
る
で
あ
ろ
う｣

こ
と
を
保
証
し
た

(

�)
(

図
版
12)

。

フ
リ
ゲ
ー
ト
艦

｢

ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ｣

Ｉ
・
ブ
タ
コ
フ
艦
長
は
長
崎
を
出
航
す
る

前
の
一
八
六
一
年
三
月
末
、
奉
行
を
別
れ
の
挨
拶
に
訪
問
し
た
。
そ
の
後
奉
行
が
フ

リ
ゲ
ー
ト
艦
を
答
礼
訪
問
し
た
。
奉
行
に
敬
意
を
表
し
て
午
餐
が
出
さ
れ
、
そ
の
後

で
蒸
気
艇
で
入
江
の
遊
覧
が
行
わ
れ
た
。
奉
行
は

｢

満
足
の
意
を
表
し
、
長
崎
の
停

泊
地
に
ロ
シ
ア
人
が
い
な
く
な
る
こ
と
を
残
念
に
思
う
と
述
べ
た

(

�)｣

。

一
八
六
一
年
六
月
初
め
、
箱
館
で
大
火
が
発
生
し
た
。
そ
の
消
火
活
動
に
当
地
に

停
泊
し
て
い
た
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
の
軍
人
が
積
極
的
に
参
加
し
た
。
消
火
の
た
め
に

｢

斧
、
バ
ー
ル
、
桶
、
甲
板
用
小
型
ポ
ン
プ
を
手
に
し
た
半
数
の
乗
組
員｣

が
大
至

急
陸
上
に
派
遣
さ
れ
た
。
岸
か
ら
火
災
現
場
ま
で
の
距
離
を
軍
人
た
ち
は

｢

道
具
類

を
手
に
走
破
し
、
無
事
間
に
合
い
、
緊
急
消
火
活
動
に
多
大
の
貢
献
を
し
た

(

�)｣
(

図

版
13)

。
数
日
後
箱
館
奉
行
【
村
垣
】
淡
路
守
が
ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

オ
プ
リ
チ
ニ
ク｣

を
個
人
的
に
訪
問
し
、
Ｉ
・
セ
リ
ヴ
ァ
ノ
フ
艦
長
に
深
い
謝
意
を
表
し
た
。

三
、
住
民
と
の
交
流

ロ
シ
ア
艦
船
の
日
本
沿
岸
滞
在
中
に
海
軍
軍
人
と
地
域
住
民
と
の
接
触
が
比
較
的

頻
繁
に
行
わ
れ
た
。
多
く
の
場
合
そ
れ
は
友
好
的
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。

一
八
六
〇
年
五
月
、
大
暴
風
の
際
、
沈
み
か
け
た
小
舟
に
乗
っ
て
い
た
日
本
漁
民

を
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

｢

ポ
サ
ド
ニ
ク｣

の
軍
人
た
ち
が
死
の
淵
か
ら
救
っ
た
。
漁
民
の

救
助
の
た
め
に
Ｐ
・
セ
ル
コ
フ
大
尉
の
指
揮
す
る
ボ
ー
ト
が
降
ろ
さ
れ
、
ロ
シ
ア
の

海
軍
軍
人
た
ち
は
自
身
の
命
の
危
険
を
冒
し
な
が
ら
漁
民
を
救
っ
た
。
こ
の
件
で
長

崎
奉
行
岡
部
駿
河
守
は
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
の
艦
長
に
感
謝
状
を
送
っ
た

(

	)
(

図
版
14)

。

こ
れ
に
関
連
し
て
我
々
か
ら
見
て
き
わ
め
て
興
味
深
い
の
が
、
一
八
六
〇
年
六
月

末
Ｉ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
宛
て
た
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

｢

ポ
サ
ド
ニ
ク｣

艦
長
Ａ
・
ビ
リ
レ

フ
の
報
告
で
あ
る
。
こ
の
文
書
の
中
で
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
と
地
域
住
民
と
の
交
流
に

つ
い
て
幾
つ
か
の
こ
と
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
中
に
次
の
一
節
が
あ
る
。

｢

【
長
崎
の
悟
真
寺
の
】
日
本
の
僧
侶
た
ち
お
よ
び
そ
の
付
近
の
住
民
た
ち
は
ロ
シ
ア

人
に
極
め
て
好
意
的
で
、
大
部
分
は
ロ
シ
ア
語
を
話
し
、
し
か
も
そ
の
う
ち
の
多
く

は
流
暢
で
さ
え
あ
る

(


)

。｣

こ
の
よ
う
な
状
況
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
国
海
域
艦
隊
が
編
成

さ
れ
る
以
前
に
、
あ
る
い
は
ま
た
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

｢

ポ
サ
ド
ニ
ク｣

の
長
崎
寄
港
以
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前
に
、
長
崎
へ
は
ロ
シ
ア
艦
船
が
一
度
な
ら
ず
寄
港
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
ス
ク
リ
ュ
ー
式
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

｢

ア
ス
コ
リ
ド｣

が

数
か
月
停
泊
し
た
こ
と
が
あ
り
、
艦
員
た
ち
は
悟
真
寺
を
自
分
た
ち
の
施
設
と
し
て

使
用
し
て
い
た
。

そ
し
て

｢

ポ
サ
ド
ニ
ク｣

が
長
崎
に
滞
在
し
て
い
た
時
に
は
、
地
域
住
民
の
要
請

と
奉
行
と
の
合
意
に
従
い
寺
院
内
の
建
物
の
ひ
と
つ
に
ロ
シ
ア
軍
人
に
よ
り
学
校
が

設
け
ら
れ
、
地
域
住
民
た
ち
が

｢

ロ
シ
ア
語
の
読
み
書
き
話
す
を
学
ん
だ｣

。
こ
の

学
校
で
教
授
の
任
に
当
た
っ
た
の
は
艦
付
の
司
祭
で
、
助
手
に
艦
付
の
書
記
二
名
が

あ
て
が
わ
れ
た
。
こ
の
め
ず
ら
し
い
風
景
を
Ａ
・
ビ
リ
レ
フ
は
次
の
よ
う
に
描
い
て

い
る
。｢

日
本
人
た
ち
が
貪
る
よ
う
に
ロ
シ
ア
語
を
学
ん
で
い
る
姿
は
一
見
に
価
す

る
。
刀
を
差
し
た
三
〇
歳
代
の
者
た
ち
、
八
、
九
歳
の
少
年
た
ち
、
全
員
が
同
じ
長

椅
子
に
腰
掛
け
て
日
本
人
な
ら
で
は
の
熱
心
さ
で
勉
強
し
て
い
る

(

�)

。｣

残
念
な
こ
と
に
、
き
わ
め
て
稀
で
は
あ
る
が
、
時
折
、
双
方
の
交
流
の
中
で
不
愉

快
な
事
件
も
起
き
て
い
る
。
こ
の
種
の
出
来
事
に
つ
い
て
の
情
報
が
艦
隊
フ
ォ
ン
ド

の
文
書
の
中
に
残
さ
れ
て
い
る
。
一
八
六
一
年
九
月
二
十
三
日
ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

オ

プ
リ
チ
ニ
ク｣

の
医
師
が
襲
撃
を
さ
れ
た
。
医
師
は
夕
刻
騎
馬
で
臨
時
兵
舎
か
ら
艦

に
帰
る
途
中
で
あ
っ
た
が
、
道
で
立
ち
は
だ
か
っ
た
見
知
ら
ぬ
日
本
人
が
医
師
に
向

か
っ
て
何
か
叫
び
な
が
ら
、
彼
の
顔
を
刀
で
一
撃
し
た

(

�)

。

こ
の
事
件
は
直
ち
に
奉
行
【
村
垣
】
淡
路
守
に
伝
え
ら
れ
た
。
取
り
調
べ
が
行
わ

れ
た
結
果
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
メ
ル
ガ
ワ
・
デ
キ
ダ
【
増

川
伝
吉
】
と
い
う
名
前
の
日
本
の
あ
る
役
人

(｢

ク
マ
・
ド
オ
・
シ
ク
ト｣

【
組
同

心
】)

が
、
酩
酊
状
態
の
た
め
Ｇ
・
ガ
モ
リ
ツ
キ
ー
が
外
国
人
と
は
分
か
ら
ず
、
馬

か
ら
下
り
て
挨
拶
を
す
る
よ
う
要
求
し
、
言
い
争
い
の
最
中
に
医
師
に
刀
で
一
撃
を

加
え
た
の
で
あ
っ
た
。

箱
館
奉
行
は
艦
隊
司
令
部
に
犯
人
は
処
罰
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
約
し
た
が
、

そ
の
際

｢

こ
の
犯
人
は
穏
和
な
性
格
で
知
ら
れ
て
い
る｣

と
付
け
加
え
る
こ
と
も
忘

れ
な
か
っ
た

(


)

。
四
、
日
本
沿
岸
付
近
の
水
路
測
量
調
査

す
で
に
上
で
触
れ
た
よ
う
に
、
中
国
海
域
艦
隊
編
成
に
当
た
っ
て
Ｉ
・
リ
ハ
チ
ョ

フ
に
与
え
ら
れ
た
訓
令
で

｢

近
隣
諸
国｣

を

｢

政
治
お
よ
び
海
事
面
に
お
い
て｣

調

査
す
る
目
的
で
訪
問
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。

日
本
の
本
格
的
調
査
を
積
極
的
に
推
進
し
た
の
は
Ｅ
・
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
海
軍
大
将

で
あ
っ
た
。
一
八
六
〇
年
秋
、
彼
は
ロ
シ
ア
政
府
の
任
務
を
実
行
す
る
に
当
た
り
新

し
い
軍
艦
の
建
造
を
英
国
で
注
文
し
た
。
中
で
も
新
し
い
ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

ガ
イ
ダ

マ
ク｣

の
建
造
に
際
し
て
は
、
浅
い
海
域
で
の
航
行
お
よ
び
水
路
測
量
調
査
の
た
め

に

｢

出
来
る
だ
け
吃
水
を
浅
く
す
る
よ
う
に｣

と
い
う
依
頼
が
Ｅ
・
プ
チ
ャ
ー
チ
ン

自
身
に
よ
り
英
国
の
戦
艦
建
造
業
者
に
対
し
て
出
さ
れ
た

(

�)

。
海
軍
省
長
官
Ｎ
・
ク
ラ
ッ

ベ
に
宛
て
た
一
八
六
〇
年
十
月
十
日
付
の
書
簡
の
中
で
Ｅ
・
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
ク

リ
ッ
パ
ー
艦

｢

ガ
イ
ダ
マ
ク｣

を

｢

主
と
し
て
日
本
の
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
沿
岸

の
測
量
調
査
の
た
め
に｣

活
用
す
る
よ
う
提
言
し
て
い
る
。
更
に
Ｅ
・
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
は
、｢

ガ
イ
ダ
マ
ク｣

の
航
海
時
に
若
い
日
本
人
数
名
を
海
事
学
習
の
た
め
に
艦

上
に
乗
せ
る
こ
と
が
、｢

日
本
人
と
我
々
と
の
よ
り
友
好
的
か
つ
信
頼
的
関
係
確
立

に
向
け
て｣

目
的
に
適
っ
た
こ
と
と
考
え
て
い
た

(

�)

。
残
念
な
こ
と
に
、
我
々
に
は
そ

の
原
因
は
不
明
で
あ
る
が
、
栄
光
あ
る
航
海
者
の
こ
の
興
味
深
い
計
画
は
ロ
シ
ア
艦

隊
が
中
国
海
域
で
行
動
し
て
い
た
時
期
に
は
実
行
に
移
さ
れ
な
か
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
期
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
に
よ
る
日
本
沿
岸
調
査
は
確
実
な

成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
八
五
九
年
、
蒸
気
式
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

｢

ア
メ
リ

カ｣

が
江
戸
に
向
け
て
航
行
中
に
津
軽
海
峡
に
お
い
て
水
路
測
量
調
査
を
行
っ
た
。

こ
の
調
査
に
参
加
し
た
一
人
の
Ｐ
・
ナ
ジ
モ
フ
は
一
八
六
一
年

『

海
軍
論
集』

に
そ

の
回
想
記
を
掲
載
し
た

(

�)

。
中
で
も
、
海
峡
の
測
量
調
査
の
部
分
で
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。｢

…
海
峡
の
両
岸
に
は
良
好
な
投
錨
地
が
多
い
…
海
峡
内
で
幅
に
お
い
て
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大
き
な
拡
が
り
を
占
め
て
い
る
主
な
海
流
は
西
か
ら
の
も
の
で
あ
る
…｣

な
ど

(

�)

。

回
想
記
の
作
者
に
特
に
強
い
印
象
を
与
え
た
の
は
、
途
中
で
遭
遇
し
た

｢

そ
れ
ぞ

れ
十
四
人
か
ら
十
六
人
乗
り
組
ん
だ
七
五
隻

(

す
な
わ
ち
約
一
一
二
五
人)

の
日
本

の
漁
船
団
で
、
彼
ら
は
嵐
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
海
上
で
の
突
発
事
に
慣
れ
た
勇
敢
な
船

乗
り
た
ち
で
あ
っ
た｣
。
こ
れ
ら
の
観
察
を
基
に
Ｐ
・
ナ
ジ
モ
フ
は
次
の
よ
う
な
結

論
を
下
し
て
い
る
。｢
こ
れ
ら
の
人
間
を
良
き
海
軍
軍
人
に
養
成
す
る
の
は
そ
れ
ほ

ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
に
国
民
的
愛
国
心
を
付
け
加
え
れ
ば
、
日
本
は
何

万
人
も
の
海
軍
軍
人
を
、
す
な
わ
ち
将
来
の
発
展
に
向
け
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
る

可
能
性
と
手
段
を
擁
す
る
こ
と
に
な
る

(
�)｣

。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
も
経
た
な
い
う
ち
に

ロ
シ
ア
士
官
の
こ
の
予
言
的
見
解
を
説
得
力
を
以
て
歴
史
が
証
明
し
た
。

我
々
は

｢

中
国
海
域
艦
隊｣

フ
ォ
ン
ド
の
中
に
、
ロ
シ
ア
軍
艦
に
よ
り
行
わ
れ
た

別
の
学
術
研
究
に
関
す
る
一
連
の
文
書
を
も
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、

一
八
六
一
年
三
月
長
崎
か
ら
江
戸
に
向
か
う
航
海
の
際
ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

オ
プ
リ
チ

ニ
ク｣

に
よ
り
行
わ
れ
た
調
査
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
中
で
も
、
一
八
二
七
年
に

英
国
水
路
局
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
地
図
に
記
載
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
綿
密
な
検
証
が
行

わ
れ
た

(

�)

。
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
の
士
官
た
ち
は
定
期
的
な
水
深
測
定
に
探
深
鉛
を
用
い
、

海
流
の
強
さ
の
測
量
、
ヘ
グ
リ
【
舳
倉
】、
ニ
ッ
ポ
ン
【
本
州
】、
ア
ワ
ジ
【
淡
路
】、

オ
オ
シ
マ
【
大
島
】
な
ど
の
島
、
ト
モ
【
鞆
ノ
浦
】、
ス
ス
、
ヒ
ョ
ー
ゴ
【
兵
庫
】

な
ど
の
湾
の
沿
岸
線
測
量
調
査
に
従
事
し
た

(

�)

。

一
例
と
し
て
兵
庫
湾
の
測
量
調
査
か
ら
の
抜
粋
を
引
用
す
る
。｢

岸
全
体
に
沿
っ

て
点
在
す
る
村
の
多
さ
か
ら
見
て
、
こ
の
あ
た
り
の
住
民
数
は
間
違
い
な
く
相
当
に

上
る
も
の
と
判
断
で
き
る
…
岬
の
右
手
に
中
国
の
仏
塔
に
似
た
塔
が
建
て
ら
れ
て
い

て
、
良
い
目
印
に
な
る
…
岬
の
豊
か
な
森
も
同
様
に
良
い
目
印
に
な
る
、
な
ぜ
な
ら

ば
、
そ
の
森
を
目
指
し
て
直
進
す
れ
ば
川
へ
の
入
口
を
示
す
杭
が
視
界
に
入
っ
て
く

る
か
ら
で
あ
る

(

�)

。｣

一
八
六
一
年
四
月
、
横
浜
か
ら
箱
館
に
向
か
う
航
海
の
際
ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

オ
プ

リ
チ
ニ
ク｣

に
よ
り
同
じ
く
、
風
向
の
確
定
、
海
流
の
強
さ
、
気
圧
計
の
示
度
な
ど

の
水
路
学
調
査
が
行
わ
れ
た

(

�)

。

ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
に
よ
り
行
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
学
術
調
査
が
隣
国
に
つ
い
て
の
ロ

シ
ア
人
の
認
識
を
広
げ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

最
後
に
結
論
と
し
て
、
我
々
が
行
っ
た
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
所
蔵
の
フ
ォ
ン

ド

｢

中
国
海
域
ロ
シ
ア
艦
隊｣

の
文
書
の
研
究
と
体
系
化
は
、
こ
れ
ら
文
書
に
露
日

交
流
史
に
関
す
る
極
め
て
興
味
深
い
か
つ
価
値
の
あ
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
明
確
に
示
し
た
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
歴
史
資
料
の
公
刊
を
将
来
実
現
す
る
こ
と
は
、
目
的
に
適
う

も
の
で
あ
る
と
同
時
に
焦
眉
の
課
題
で
あ
る
。

(

翻
訳：

有
泉
和
子)

註

(

１)

(

２)

(
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(
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(

６)

(
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(

９)

(

10)

(
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(

13)

(

14)
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図版１ 1860年１月17日付 リハチョフ大佐宛海軍元帥コンスタンチン・ニコラエヴィチ大公お
よび海軍省長官N.クラッベ大将訓令

図版２ 60門装備のスクリュー式フレガート艦 ｢スヴェトラーナ｣



( ) 露日関係史料としてのＩ・Ｆ・リハチョフの中国海域艦隊の文書 (ソボレフ)197

図版３ 1860年５月28日付 中国海域艦隊司令長官リハチョフ大佐宛沿海州軍務知事P.カザケヴィ
チ海軍少将書簡

図版４ 長崎における食料品価格一覧 1860年10月29日付 中国海域艦隊司令長官リハチョフ大
佐宛ポサドニク号艦長ビリレフ報告書より
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図版５ 1861年４月９日付スヴェトラーナ号艦長ブタコフ報告書より 船修理に関する図面

図版６ 1860年７月４日から10月24日までの期間の病院維持費用 中国海域艦隊司令長官リハチョ
フ大佐宛ポサドニク号艦長ビリレフ報告書より



( ) 露日関係史料としてのＩ・Ｆ・リハチョフの中国海域艦隊の文書 (ソボレフ)199

図版７ 長崎における病院の患者リスト 1860年10月15日時点

図版８ 万延元年７月21日付ポサドニク号艦長ビリレフ宛長崎奉行岡部駿河守書簡
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図版９ 万延元年８月17日付ポサドニク号艦長ビリレフ宛長崎奉行岡部駿河守書簡

図版10 万延２年１月27日付中国海域艦隊司令長官リハチョフ大佐宛長崎奉行岡部駿河守書簡



( ) 露日関係史料としてのＩ・Ｆ・リハチョフの中国海域艦隊の文書 (ソボレフ)201

図版11 万延２年２月１日付中国海域艦隊司令長官リハチョフ大佐宛長崎奉行岡部駿河守書簡

図版12 万延２年１月27日付中国海域艦隊司令長官リハチョフ大佐宛長崎奉行岡部駿河守書簡
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図版13 1861年６月17日付中国海域艦隊司令長官リハチョフ大佐宛オプリーチニク号艦長セリヴァ
ノフ報告書

図版14 万延元年７月７日付ポサドニク号艦長ビリレフ宛長崎奉行岡部駿河守書簡
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